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す
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人
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増
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内
容

高

橋

美

由

紀

都市化する郡山上町

本

報

告

は
、
社

会
経

済

史

学

会

第

六

六

回
全

国

大
会

パ
ネ

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン

「
近

世

奥

羽
地

方

の
人

口

と
家

族
」

で

の

「郡

山

上

町

の
都

市

化

-

人

口

増

加

は
な
ぜ

生

じ

た

の
か
ー

」

(
一
九

九
七

年

五
月

三

一
日
、
東

北

大

学
)

お

よ

び
、

日
本

人

口
学
会

関

東

・
東

北

部
会

(
一
九

九

七

年

一
一
月

一
日

、

東

北

学
院

大

学
)

に
お

け

る

「近

世

地

方

都
市

の

人

口
」

の
報
告

を

も

と

に
、

発
展

さ

せ
ま

と

め

た

も

の
で
あ

る
。

-

目

的

近
世
日
本
の
都
市

に
つ
い
て
、
例
外
は
あ
る
も

の
の
大
都
市
や
城
下
町

の
人
口
は

一
七
〇
〇
年
以

前

に
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
停
滞

し
た
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
停
滞

の
要
因
に
つ
い
て
、
T

・

C

・
ス
ミ
ス
は
、
「城
下
町

の
衰
退
と
在
郷
町

の

成
長
と
い
う
人
ロ
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
両
者
の
間

に
人
口
の
移

(
1

)

動
が
あ

っ
た
こ
と
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
城
下
町
人
口
の
停
滞
、
も
し
く
は
衰
退
の
理

(
2
)

由

の

一
つ
は

「在
郷
町
」

の
経
済
活
動

の
増
大
と
(
3

)

そ
れ
に
伴
う
人

口
増
加
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
。

で
は
、
在
郷
町

で
は
本
当
に
こ
の
よ
う
な
人
口
の

増
加
が
生
じ
て
い
た
の
か
。
本
論
文
で
は
、
こ
の

実
態
を
人
口
の
自
然
増
加
と
社
会
増
加
と
に
分
け

て
観
察
す
る
。

こ
の
観
察
の
意
義
は
、
第

一
に
は
近
世
の
都
市

人
口
の
実
態
把
握
で
あ
り
、
第
二
に
は
近
世

の
都

市

に
関
す
る

「都
市
蟻
地
獄
説
」
お
よ
び

「プ

ロ

ト
工
業
化
」
の
検
証
で
あ
る
。

近
世
日
本

の
都
市
人
口
に
関
し
て
、
何
名
か
の

研
究
者

に
よ
る
分
析
は
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
は

江
戸

・
大
坂
と
い
っ
た
大
都
市
、
も
し
く
は
城
下

町
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
在
郷
町

に
つ
い
て
の

(
4
)

研

究

は
ま

だ
充

分

と

は

い
え

な

い
。

ま

た

、

都

市

の

、・・
ク

ロ

レ
ベ

ル

で

の
史

料

か

ら

調

査

さ

れ

た
人

(
5
)

口
に
関
す
る
研
究
も
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
在
郷
町

の
人
口
を

「宗
門
帳
」
や

「人
別

帳
」
な
ど
の

一
次
史
料
を
用

い
て
ミ
ク

ロ
レ
ベ
ル

か
ら
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
、
近
世
都
市

の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
い
え
る
。

第
二
の
点

に
関
し
て
触
れ
た
い
。
近
世
日
本

の
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都
市
人
口
の
特
徴
と
し
て
、
「都
市
蟻
地

獄
説
」

(
6

)

が
速
水
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

西
欧
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
都
市

で
は
、
粗
死
亡
率
が
粗
出
生
率
よ
り
高

い
の
で
、

人
口
の
自
然
増
加
率
が

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
こ
の

た
め
、
周
辺
農
村
な
ど
か
ら
の
流
入
人
口
に
よ

っ

て
そ
の
人
口
数
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
も

の
で

(
7
)

あ
る
。

こ
の
説
に
つ
い
て
斎
藤
は
、
自
然
増
加
率

に
関
し
て
は
、
粗
死
亡
率
ぼ
か
り
で
な
く
粗
出
生

率

に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば

い
け
な

い
、

と
言
及

(
8

)

し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
粗
出
生
率
が
他
地

域
に
比

べ
て
低
か

っ
た
場
合

の
理
由
と
し
て
、
都

市
に
お

け
る
性
比

の
ア
ソ
バ
ラ
ン
ス
や
結
婚

の
し

に
く
さ

に
よ
る
独
身
率
の
問
題
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
A

・
シ
ャ
ー
リ

ン
は
、

都
市
定
住
者
と
流
入
者
と
の
人
口
学
的
な
行
動
が

異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「都
市

は
流
入

者
が

い

な
け
れ
ぽ
衰
退
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
逆
説

(
9

)

的

に
述
べ
て
い
る
。

次
に
検
証
し
た
い
説
は

「プ

ロ
ト
工
業

化
」
に

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
プ

ロ
ト
工
業
化
と
は
、

.
本
格
的
な
工
業
化

以
前

に
生
じ

た
農
村

(在
郷

町
)
の
工
業
化

の
こ
と

で
あ

る
。
西
欧

で
は
、

「プ

ロ
ト
工
業
化
↓
結
婚
年
齢

の
低
下
↓
出
生
率

上
昇
↓
人
口
増
加
」
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
が
見
ら
れ

た
。
近
世
日
本

に
お
い
て
は
、
出
生
率

の
上
昇
傾

向

は
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は

「結
婚
年
齢

の
低

(
10

)

下
」
を
介
し
た
も

の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
今

回

の
分
析

で
対
象
と
す
る
二
本
松
藩
領
の
郡
山
上

町

に
お
い
て
は
、
近
世
に
経
済
的
発
展
が
見
ら
れ
、

こ
れ
に
伴
い
人
口
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経

て
生
じ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
大
都

市
や
城
下
町

の
停
滞
と
在
郷
町
の
発
展

に
関
し
、

「プ

ロ
ト
工
業
化

は
都
市
化

の
停
滞
を
も

た
ら

(
11

)

し
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
郡
山
上
町
の
経
済
発
展

が
、
城
下
町
二
本
松

の
経
済
発
展

の
力
を
奪

い
取

る
よ
う
な
方
向
に
作
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

2

近
世
都
市

あ
る
地
域
は
何
を
も

っ
て

「都
市
」
と
い
、兄
る

だ
ろ
う
か
。

一
般
に
、
都
市

の
要
素
と
し
て
、
ω

人
口
規
模
が
大
き

い
、
人
口
密
度
が
高

い
、
人
口

の
移
動
が
頻
繁
で
あ
る
、
②
城
下
町

・
門
前
町

.

港
町

・
(在
郷
町
)
と
し
て
成
立
、
㈹
行
政
上

の

位
置
づ
け
が

「
町
方
」
で
あ
る
、
ω
産
業

の
中
心

が
農
林
水
産
業

で
は
な
く
商
工
業
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
郡
山
上
町
を
見
た
場
合
、

「都
市
」
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
現
住
総
人

口
は
、
享
保

一
四
年

(
一
七
二
九
)
に
七
九

四
人
、

明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
に
二
六

一
四
人

で
あ

る
。

こ
こ
で
は
考
察
を
郡
山
上
町

に
限

っ
た
が
、
在
郷

町
郡
山
の
も
う
片
方
の
郡
山
下
町
を
加
・兄
る
と
、

(
12
)

天
明
二
年

(
一
七
八
二
)
の
人

口
は
二
六
五
六
人
、

(
13

)

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
の
人

口
は
五
二
〇
五
人

(
14

)

で
あ
る
。
こ
の
数
は
二
本
松
藩

の
延
宝
五
年

(
一

六
七
七
)
～
天
保

一
一
年

(
一
八
四
〇
)
の
領
内

人
口
戸
数
調
べ
に
よ
る
平
均
人
口
が
約
七
万
人
で

前
後
し
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
そ

の
約
四

～
七
%
に
あ
た
る
。
ま
た
、
享
和
元
年

(
一
八
○

(
15

)

一
)
の
郡
山
組

一
四
力
村
の
人

口
が
七
九
四
九
人

(16

)

で
あ
り
、
同
年

の
郡
山
上
町

の
人
口
が

一
七

一

(
17

)

○
人
、
寛
政

一
二
年

(
一
八
○
○
)
の
郡
山
下
町
(18

)

の
人
口
が

一
〇
二
五
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

郡
山
組
全
体

の
約
三
四
%
に
あ
た
る
。
城
下
町
、

(19

)

二
本
松

(六
町
)

の
天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
の
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都市化する郡山上町

(
20

)

人
口
は
三

一
一
八
人
で
あ
り
、
郡
山
は
城

下
町
六

町
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
人
口
水
準
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
郡
山
上
町
と
郡
山
下
町

の
後
期

の
合
計
人
口
は
約
五
千
人
と
な
り
、
郡
山

(
21

)

は
十
分
に
中
小
都
市
と
い
え
よ
う
。

郡
山
は
宿
場
町
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
人
々
の

往
来

は
激
し
か

っ
た
。
郡
山

に
は
、
二
本

松
藩
の

み
な
ら
ず
他
領
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
理
由

で
流
入
し
、
ま
た
流
出
し
て
い
た
。

町

の
成
立
お
よ
び
行
政
区
分

に
関
し
て
、
次
に

述
べ
る
。
郡
山
は
村
と
し
て
成
立
し
た
が
、
文
政

年
間

に
町
場
昇
格
運
動
を
は
じ
め
、
文

政
七
年

(
一
八
二
四
)
に
町
方

と
し
て
認

め
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、
「郡
山
村
上
町
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
最
初

の
時
期

に
お
い
て
も
、
そ
の
機

能
は
宿
場

の
要
素
が
濃
く
、
純
農
村
で
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
町
場
昇
格
に
伴

い
、
旧
村
役
人
も
、

名
主
↓
町
検
断
、
検
断
↓
道
筋
検
断
、
組
頭

・
目

付
↓
町
目
付
、
長
百
姓
↓
長
町
人
と
変
化

し
、
さ

ら
に
旧
村
役
人

の
上

に
郡
山
全
体

の
町
役
人
と
し
(22

)

て
、
町
年
寄
と
い
う
役
職
が
新
た
に
設
置

さ
れ
た
。

郡
山

で
は
、
「苗
字
御
免

の
大
商
人
が
、
旅
籠

屋

.
質
屋

・
酒
造
業
を
営
み
、
ま
た
生
糸

・
呉
服

を
扱
う
商
人
と
し
て
数
十
人

に
も
及
ぶ
下
人
を
抱

(
23
)

え
て
」

い
た
と

い
う
よ
う
に
、
産
業
と
し
て
は
、

農
業
的
色
彩
も
な
く
は
な
い
が
、
宿
場
町
と
し
て

の
商
業
的
な
色
彩

の
ほ
う
が
よ
り
強
か

っ
た
。
そ

し
て
、
定
期
的
に
六
斎
市
な
ど
の
市
も
開
か
れ
、

安
積
郡

の
中
心
的
な
経
済
取
引
の
場
と
し
て
栄
え

て
い
た
。3

実

証

3
-
1

史
料
と
デ
ー
タ

今
回
の
分
析

で
使
用
す
る
の
は
、
「郡
山

(村
)

上
町
人
別
改
帳
」

(郡
山
市
歴
史
資
料
館
所
蔵

「今

(24

)

泉
文
書
」)
で
あ
る
。
史
料
は
、
元
禄
元
年

(
一
六

八
八
)
～
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
ま

で
残
存

し

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
史
料
が
続
い
て

残
存
す

る
享
保

一
四
年

二

七
二
九
)
～
明
治
三

年

(
一
八
七
〇
)
を
中
心
に
扱
う
。
人
別
帳

の
記

載

は
世
帯

ご

と

に
な

っ
て

お
り
、
現

住
人

口

(「内
書
」
と
呼
ぶ
)
の
み
な
ら
ず
、
現
住
人

口
の

人
数
を
締

め
た
後

に
、

一
段
低

い
位
置
に
、
非
現

住
人
口

(「外
書
」
と
呼
ぶ
)
も
記
載

さ
れ
て
い
る

(図
1
)。

郡
山
上
町
は
、
陸
奥
国

二
本
松
藩

に
属
す

る

(25
)

(図

2
)
。

二
本

松

藩

は
安

積

郡

(四

一
力
村
)
・
安

(
26
)

達

郡

(
六
九

力
村
)

か

ら

成

り
、

安

積

郡

に

は

、

郡

山

組

・
大

槻

組

・
片

平

組

の
三

組

が

あ

っ
た

。

郡

山

組

は

、

郡

山

・
久

保

田

・
福

原

・
日

和

田

・

梅

沢

・
日
出

山

・
笹

原

・
小

原

田

・
八

山

田

・
横

塚

・
高

倉

・
八

丁

目

・
荒

井

・
笹

川

の

一
四

力
村

(
27

)

か
ら
成

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
郡
山
は
行
政
上

の

年
貢
負
担
単
位
と
し
て
上
町
と
下
町
と
に
分
か
れ

て
お
り
、
名
主
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
存
在
し
た
。
中

心
史
料

の
人
別
帳
が
上
町
と
下
町
と
に
分
か
れ
て

残
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
今
回
の
実
証
分
析
は
上

町
に
関
す
る
も

の
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上

町
と
下
町
は
社
会
的
状
況
の
同
質
性
が
高
く
、

一

つ
の
地
域
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
適
切
な
場
合
も

多

い
。
以
下
、
両
町
に
共
通
の
問
題

に
つ
い
て
述

べ
る
場
合

に
は
、
単
に

「
郡
山
」
と
の
み
記
す
。

3
-
2

人

口
増
加

二
本
松
藩
全
体

で
の
人

口
は
、
宝
暦

の
飢
饉

(
一
七
五
五
-
五
六
)、
天
明
の
飢
饉

(
一
七
八
三
1
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八
六
)
で
大
打
撃
を
受
け
、
そ

の
の
ち
幕
末

へ
向

か
っ
て
よ
う
や
く
元

の
水
準
を
回
復
し

つ
つ
あ

っ

た

(図
3
)。

こ
れ
に
対
し
て
、
郡
山
上
町
で
は
、
飢
饉

の
年

に
人
口
の
減
少
は
あ
る
が
、
素
早
い
回
復

を
見
せ

て
い
る
。
そ
し
て
、
周
辺
農
村

(安
積
郡
下
守
屋

村

・
安
達
郡
仁
井
田
村
)
の
人

口
が
減
少

・
停
滞

し
て
い
た
と
き
に
も
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。

観
察
期
間

の

一
五
〇
年
間
余
り
で
、
人
口
は
七
九

四
人

(
一
七
二
九
年
)
か
ら
二
六

一
四
人

(
一
八

七
〇
年
)

へ
と
約
三
倍
に
増
加
し
た

(図

4
)。
速

図1郡 山上町の人別帳 の記載様 式(文 化7年 〔1810〕

郡 山上町人別改帳)

水

二

九
八
二
)
は
、
郡
山
上
町

の
絶
、兄
間
無

い

人
口
増
加

に
つ
い
て
、
「近
代
化
以
前

の
都
市
人

口
が
自
身
で
人
口
の
維
持
能
力
を
持
た
な
か

っ
た

と
い
う
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
こ

の
町
の
人
口
増
大
は
農
村
部
か
ら

の
人

口
流
入
に

よ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
都
市
細
民
の
増
大
を

意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は

人
口
を
引
き

つ
け
る
何
ら
か
の
要
素
、

つ
ま
り
雇

用
機
会

の
増
大
が
考
え
ら
れ
る
。
郡
山
は
城
下
町

で
は
な
く
、
形
式
上
は
郡
奉
行
支
配

の

『村
』
で

あ

っ
た
。
当
然
そ
の
発
展
は
奥
州
道

の
宿
と
し
て
、

対象地域図2

あ
る
い
は
こ
の
地
方

の
地
方
的
中
心
都
市
と

(
28

)

し
て
の
発
展
で
あ

っ
た
」
と
言
う
が
、
確
か

に
、
郡
山
は
こ
の
地
方
の
中
心
地
的
存
在
と

し
て
…機
能
し
て
い
た
。

3
-
3

自
然
増
加

郡
山
上
町
で
の
人
口
増
加
の
原
因
は
他
地

域
か
ら
の
流
入
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
出
生
と
死
亡

の
差
と
い
っ
た

自
然
増
加
に
よ
る
人
口
増
加
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
対
象
と
す
る

「人
口
」
と
は
何
を
指
す
の
か
に

つ
い
て
、
簡
単

に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

郡
山
上
町

の
人
別
帳

に
は
名
前

・
年
齢

.
個
々

人
の
続
柄
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
実
際
に
居

住
し
て
い
る
人
々
は

「定
有
人
」
と
呼
ぼ
れ
る
。

こ
の
人
別
帳
に
は
、

こ
の
よ
う
な
人
々
の
後

に
、

他
地
域

へ
奉
公

に
行

っ
て
い
る
者

の
記
載
が
あ
り
、

(
29

)

帳
面
末
尾
に
は

「欠
落
人

の
覚
え
」
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
人
々
が

い
る
。

こ
れ
ら
と
と
も
に
、

末
尾
に
は
、
定
有
人

の
合
計
と
、
定
有
人
に
欠
落
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人
な
ど
を
加
え
た
人
口
合
計
と
が
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
郡
山
が
宿
場
町
と
し

て
繁
栄

し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
よ
う

な
定
住
人
口
以
外

に
も
、
旅
行
者
な
ど

の

一
定
期

間
滞
在
者
、
人
別
帳

に
は
載
ら
な
い
短
期

間
の
奉

(人)

界 ρ. ◆○
◆
◆ ◆

レ 。1へ

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

欄

㎜

㎜

㎜

a

18801700172017401780178018001820

(年)

1880

図3二 本松藩領内人 口(二 本松市編 〔1982〕、延 宝5年 ～ 天保11年 領 内人 口戸数調 よ

り作成)

公
人
や
他
地
域
か
ら

の
通
い
奉
公
人
な
ど
が
常
に

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
分
析

で
扱
う

の
は
実
際
に
こ
の
地
域
に

一
定
期
間
住
ん
で
お
り
、
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
る

「現
住
人

口
」、
現
在
風
に
言
う
の
で
あ
れ
ぽ
、
住

・一噸一郡山上町

仁井田村
… … 下守屋村

.t+.ｻt

憾z
fv

μ∠_____一
ノ〆7
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図4人 口趨勢

民
票
が
存
在
す
る
人
々
で
あ
る
。
史
料
上
は

「定

有
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
こ
の
地
域

に
家
族
と
と
も
に
居
住
し
て
い
る
が
、
身
分
が
高

く
な

っ
た
た
め
に
人
別
帳
上
に
他

の
人
々
と
同

一

書
式

で
は
記
載
さ
れ
な
く
な
る
人
々
を
加
え
た
数

i 繭一 自然増加

I

i一 社会増加

蒲
nl」 繭^、 ム

鑾

,.u,i.,n,rs,., 漸泌蠍肅㎜1雁n獅
謬

離 栖鰈 墜 蟹 馴1嬲 譱櫻・i「藷1劃騾.曹■
hh艦

。7胃。冒.冩忠..晶.晶..嘉._..1一'1

(人)

150

100

50

0

一50

一ioo

一150

(年)

図5人 口増加
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(
30

)

値
を
扱
う
。

対
象
人
口
の
趨
勢

に
関
し
て
、
人
口
増
加

へ
の

正

の
寄
与

は
、
自
然
増
加
に
よ
る
も

の
よ
り
、
社

会
増
加

に
よ
る
も

の
の
ほ
う
が
高

い

(図
5
)。

時
系
列
的
に
観
察
し
た
場
合
、
初
期
に
負

の
寄
与

を
し
て
い
た
自
然
増
加
が
正
の
寄
与

に
変

わ
り
、

図6粗 出生 率 と粗死亡率(1729～1868)

図7-a年 齢別人 口構 成(1801～1805)

 

社
会
増
加
は
常

に
正
の
寄
与
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
後
半

の
人

口
増
加
を
加
速
さ
せ
た
と
い
、兄
る
。

自
然
増
加

の
変
化
の
内
容

は
、
観
測
年
間
に
粗

出
生
率

・
粗
死
亡
率
は
と
も
に
上
昇
傾
向

に
あ
る

が
、
粗
出
生
率

の
方
が
急
勾
配
を
描

い
て
い
る
の

で
、
自
然
増
加
率
は

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
変

図7-b年 齢別人 口構 成(1851～1855)

 

わ
り
、
観
察
期
間
の
後
半

に
は
人
口
増
加
に
貢
献

し
て
い
る

(図
6
)。

こ
の
傾
向
は
周
辺
農
村

の

下
守
屋
村

・
仁
井
田
村
と
も
共
通
す
る
。

都
市

で
は
、
そ
の
独
身
率

の
高
さ
か
ら
、

一
般

に
粗
出
生
率
は
低

い
と
考
え
ら
れ
る
。
粗
出
生
率

と

い
う
数
値
が
、
あ
る
地
域

の

一
年
間

の
出
生
数
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を
そ
の
地
域
の
年
央
人
口
で
除
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ぽ
、
単
身
者

の
割
合
が
高

け
れ
ぽ

粗
出
生
率
が
低
く
な
る
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
る
。

で
は
、
郡
山
上
町
の
実
態
は
ど

の
よ
う

で
あ

っ
た

(輪)

eo.oa

50.00

ao.oo

30.00

20.00

10.00

o.oo

脚 陥.雛 鬘藝耋曇墾 δ88騨 調 §囂§調 罰 毯奮§

(年)

図8粗 出生率 の比 較
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の
か
。

郡
山
は
そ
の
都
市
的
性
格
か
ら
奉
公
人

の
占

め

る
割
合
が
高
い
。
し
か
し
、
郡
山
上
町
の
奉
公
人

の
中
に
は
、
人
別
帳
上
は
雇
用
主

の
家

に
単
身

で

働
㎜

㎜

㎜

㎝

㎝

跏

㎜

㎜

㎝
卜

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
町
内

に
そ

の
家
族
が

「店
借
」
で
居
住
し
て
い
る
者
も

い
る
。
す
な
わ

ち
、
史
料
上
は
雇
用
主
の
ほ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
家
族
と
過
ご
し
て
い
た
時
間
も

長
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
史
料
上
の
単
身
奉
公
人

の
多

さ
が
直
接
に
低
出
生
率
に
は
結
び

つ
か
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
通
い
奉
公
や
、
す
ぐ

に
家
族

の
も
と

へ
戻
れ
る
、
近
隣

へ
の
奉

公

の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
郡
山
上
町
の
年
齢
別
人
口
構

meor

r卜 卜 卜 卜 卜 卜 卜 卜 卜 卜 匿 卜 卜 卜 卜r丶 卜 ① ①o

(年)

図9粗 死亡率 の比 較

成
を
描

い
て
み
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
が

突
出
し
た

「都
市
型
」

で
は
な
い

(図
7

-
a
、
7
-
b
)。

っ
ま
り
、
郡
山
上

町

で

は
経
済
的

に
は
商
業
が
中
心
と
な
り
、
多

く
の
奉
公
人
を
雇
う
よ
う
な
家
も
出
て
き

は
す
る
が
、
奉
公
人
の
中

に
は
家
族
と
と

も

に
こ
の
地
域

に
、
店
借
や
引
越
と
し
て

流

入
す

る
者
も

あ

る
。

こ

の
よ
う

な

「都
市
」

の
場
合
に
は
、
粗
出
生
率

は
低

下
し
な
い

(図
8
)。

ま
た
、
粗
死
亡
率
も
前
出
の
仁
井
田
村
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(人)

 

と
比

べ
て
み
た
場
合
、
高

い
と
は
い
え
な

い

(図

9
)。
す
な
わ
ち
自
然
増
加
率
に
関
し
て

い
え
ぽ
、

農
村
的
要
素
が
濃
く
、
大
都
市

に
お
い
て
い
わ
れ

る
よ
う
な
、
自
然
増
加
率
が
常
に

マ
イ
ナ
ス
に
な

(年)

図10流 入 ・流出 ・純移動

表1郡 山上 町への地域別移動(1729～1870)(50件 以上 の移動 があった郡)

 

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、

宿
場
町
郡
山
の
自
然
増
加
率
は
、
観
測
期
間
後
半

に
お
い
て
は
正
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
然
増
加
に
も
ま
し
て

地
域
人
口
を
増
加
さ
せ
た
の
は
、
他
地
域
か
ら
の

流
入
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
流
入
人
口

に
つ
い
て
見
て
み
る
。

3
-
4

社
会
増
加

3
-
4
-
1

流
入
地
域

郡
山

の
流
出
入
人
口
を

時
系
列
的

に
見
た
場
合
、

ほ
と
ん
ど
の
年
で
流
入
人

口
が
流
出
人
口
を
同
程
度

上
回
り
、
郡
山

の
人
口
増

加

の
要
因
と
な

っ
て
い
る

(図
10
)。
地
域
別

に
見

る

と
、
流
入
地
域

で
は
安
積

郡
内
の
近
隣
農
村
、
特
に

郡
山
組
な
ど
か
ら
の
流
入

が
多

い
が
、
純
移
動
を
と

る
と
、
越
後
国
か
ら
が
多

い

(表
1
、
図
11
)。

い
ま
、
流
入
元
を
、
郡
山
を

含
む
陸
奥
国
安
積
郡
と
越
後
国
蒲
原
郡
と
で
比
較

し
て
み
る
と
、
図
12
の
よ
う
に
な
る
。

一
七
七
〇

年
あ
た
り
ま
で
は
、
周
辺
地
域

か
ら

の
流
入
が
圧

倒
的
に
多
か

っ
た
。
し
か
し
、

一
七
五
〇
年
頃
か

ら
・
越
後
国
か
ら

の
流

入
者
が
漸
増
し
、

一
八
○

○
年
代
に
な
る
と
周
辺
地
域
か
ら
の
流
入
を
上
回
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る
年
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
越
後
国
か

ら

の
流
入
者

の
出
身
地
域
は
主
と
し
て
越
後
国
蒲

原
郡

で
あ
る
。
近
世
の
終
わ
り
に
は
周
辺
地
域

か

ら

の
流
入
よ
り
も
、
越
後
国
蒲
原
郡
か
ら

の
流
入

の
ほ
う
が
多
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
越
後
国
か
ら
の
流
入
が
、
安
積

郡
内
な
ど
周
辺
農
村
か
ら
の
流
入
を
上
回

る
よ
う

に
な

っ
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
近
隣

図11安 積郡周辺の郡名

農
村
の
経
済
状
態
が
向
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。
近

隣
農
村
で
、
郡
山
に
出
て
こ
な
く
て
も
十
分
に
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、
労
働
力
を

必
要
と
す
る
郡
山
が
よ
り
遠
方

の
地
域
か
ら
の
流

入
者
を
引
き

つ
け
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
も

っ
と
も
、
越
後
国
か
ら
の
流
入
者
が
増
加

し
た
た
め
に
、
周
辺
農
村
か
ら
の
流
入
者
が
減
少

し
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
あ
た
り

の
因
果
関
係

に
つ
い
て
は
、
今
後

の
研
究
課
題

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
成
松

の
安
積
郡
下
守
屋
村

・

図12郡 山上町へ の流入件数(1729～1870、 陸奥国安積 郡 ・越後国蒲原郡

安
達
郡
仁
井
田
村

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら

の
村

で
は
天
明

の
飢
饉
期
以
降
、
そ

れ
ぞ
れ
の
村
の
人
口
は

一
九
世
紀
後
半

に

な

っ
て
も

一
八
世
紀
初
頭
の
水
準
ま
で
回

復
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
二
本
松
藩
領
全
域

の
人
口
推
移
を
見
て
も
、
そ
の
回
復
は

一

八
世
紀
中

に
は
な
か

っ
た
の
で
、
周
辺
農

村

か
ら
郡
山

へ
移
動
す
る
人
口
自
体
が
少

な
く
な

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『郡
山

の
歴
史
』
に
は
、
「
郡
山
は
安
積

地
方
の
商
業

の
中
心
地
で
あ

っ
た
の
で
、

(
31

)

店
借
と
い

っ
て
他
村
か
ら
大
工

・
左
官

・

桶
屋

・
石
工
な
ど
の
職
人
が
多
く
集
ま

っ

て
き
た
。
ま
た
、
天
明

・
天
保

の
凶
作

の

時

に
は
、

一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
ず
、
他

の
町
村
が
著
し
く
人
口
が
減
少
し
た
の
に
、
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郡
山
は
付
近

の
村

か
ら
人
々
が
集
ま

っ
て
き
た
た

(
32
)

め
、
逆
に
増
加
し
た
」
と
あ
る
。

ま
た
、
近
隣
農
村
の

一
つ
の
下
守
屋
村

で
は
、

「郡
山
は
平
均

し
て
ど

の
年
代

に
も
多
く
、
安
定

し
た
雇
用
先
で
あ
」
り
、
「郡
山
は
宿
場
町
と
し

て
ば

か
り
で
な
く
、
商
業
都
市
と
し
て
も
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ

つ
つ
あ

っ
た
」
の
で
、
「
こ
の

村
か
ら
も
郡
山

へ
の
労
働
力
提
供
は
と
く

に

一
八

世
紀
半
ば
か
ら
伸
び
で
お
り
、
と
り
わ
け
女
子
の

(33

)

奉
公
が
目
立

っ
て
増
加
を
み
せ
て
い
る
」
が
、

一

九
世
紀
に
な
る
と
こ
の
村

か
ら

の
出
稼
ぎ
奉
公
人

の
数
は
減
少
し
、
そ
れ
に
伴

っ
て
村

の
人

口
は
増

加
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
越
後
国
蒲
原
郡
か
ら
の
流
入
人
口

の
急
増
と
い
う
現
象
は
、
郡
山
上
町
に
限

っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
郡
山

の
北
部

に
位
置

す
る
仁
井
田
村

で
は
、
「婚
姻
に
よ
る
移

入
の
中

で
も

っ
と
も
件
数
が
多

い
越
後

(主
に
蒲
原
郡
)

出
身
者
は
、
初
期

に
は
全
く
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど

事
例
が
な
か
っ
た
の
が
、

一
七
〇
〇
年
代

の
半
ば

か
ら
登
場
し
は
じ
め
、

一
八
○
○
年
代
中

ご
ろ
に

か
け
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

一
方
的
な
移

入
に
限
ら
れ
る
点
で
は
ほ
か
の
農
村
と
異
な

っ
て

い
る
が
、
越
後
国
か
ら
直
接
迎
え
ら
れ
た
の
か
、

あ
る
い
は
郡
山
や
本
宮
方
面
に
出
稼
ぎ

に
来
て
い

(
34

)

た
も
の
を
呼
び
と

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
」
。

こ
の
村
で
も
郡
山
と
同
様
、
越
後
国
蒲
原
郡
出
身

者
が
多
く
流
入
し
て
い
る
事
実
が
あ

る
。

郡
山
で
の
越
後
国
出
身
者
の
増
加

に
つ
い
て
成

松
は
、
文
政
六
年

(
一
八
二
三
)
の
郡
山
上
町

に

居
住
す
る
奉
公
人
に
占

め
る
越
後
国
出
身
者

の
比

率

の
高
さ
と
越
後
国
か
ら
の
引
越
人
の
増
加
に
言

及
し
、
こ
の
こ
と
が
郡
山
上
町

の
人
口
が
増
大
す

(35

)

る
要
因
と
な

っ
た
と
結

ん
で
い
る
。

郡
山
以
外
の
宿
場
町
に
も
越
後
国
か
ら

の
奉
公

人
が
多
く
来
て
い
た
。
関
東
各
地

の
宿
場
に
は
、

越
後
国
の
蒲
原
地
方
出
身

の
女
性
が
、
女
中
奉
公

(
36

)

人
と
し
て
身
を
沈

め
た
例
も
多
く
、
「食
売
女

に

限

っ
て
み
る
と
、
全
体
の
七
割
以
上
が
越
後
国
蒲

(
37

)

原
郡
出
身
者
に
よ

っ
て
し
め
ら
れ
て
い
る
」
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
流
出
地
域
と
な

っ
て

い
た
越
後
国

の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ

た
の
か
。
残
念
な
が
ら
蒲
原
郡
の
事
例
で
は
な
い

が
、
越
後
国
か
ら
の
人
口
流
出

に
は
以
下

の
よ
う

な
例
が
あ
る
。

(
83
)

か
く

だ

は
ま

『新
潟
県
史
』

に
よ
れ
ば
、
(蒲
原
郡
)
「角
田
浜

(39
V

村
」
で
は
、
「嘉
永
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
の

数
年
間

に
限

っ
て
み
て
も
、
多
く
の
者
が
早
春
二

月

こ
ろ
か
ら
、
年

の
暮

に
か
け

て
、

(江
戸

・
水

戸
な
ど
の
)
異
郷

の
地

に
出
稼
ぎ

し
て
い
た
」
。

ま
た
、
「耕
地

の
乏
し

い
海
岸
村

の
村
人
が
、
木

挽

・
大
工
な
ど

の
職
人
と
し
て
、
不
漁
の
年

に
は
、

多
く

の
村
人
を
巻
き
込
ん
で
異
郷

へ
旅
立
ち
、
職

人
で
村

に
残
る
者
は
病
人
ぽ
か
り
と
い
っ
た
年
も

あ

っ
た
」。
そ
し
て
、
「冬
奉
公
人
も
、
次
第

に
冬

季
に
限
ら
ず
、
年
間
を
通
し
て
、
出
稼
ぎ
先

の
江

戸
や
関
東
各
地
に
そ
の
ま
ま
残
り
、
帰
村
し
な
い

者
が
多
く
な

っ
て
い
た
」
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
増
大

の
続
く
日
本
海
側
の

(
40

)

豪
雪
地
帯
か
ら
太
平
洋
側

の
地
域

へ
冬
季

に
労
働

に
来

て
い
た
者
が
、
次
第
に
そ
の
ま
ま
そ
の
土
地

に
定
着

し
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

越
後
国
の
者
を
対
象
と
し
て
、
人
口
移
動
が
政
策

的

に
行
わ
れ
た
場
合
も
あ

っ
た
。

た
と
え
ぽ
、
天
明
期
か
ら
寛
政
期
に
は
、
白
河

藩
領
内
の
村

へ
、
藩
主
松
平
定
信
に
よ

っ
て
、
越
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(
41

)

後
国

の
女
性
が
百
姓
の
嫁
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
越
後
国
か
ら
白
河
藩
領

へ
の
人
口
移

入
は
、
す

で
に
寛
保
元
年

(
一
七
四

一
)

に
も
行

(
42
)

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
当
時
藩
主
で
あ

っ
た
松

(43

)

平
定
賢
が
越
後
国
高
田
よ
り
白
河

に
入
封

し
た
直

後

の
こ
と
で
あ
り
、
両
地
方

の
関
係

は
深

か

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
享
保
年
間
以
後
、
人
口
が
急
激

に
減

少
し
て
い
た
常
陸

・
下
野
の
両
国

に
も
、
越
後
国

か
ら

の
農
民
移
住
策
が
と
ら
れ
た
。
「
こ

の
移
住

策

は
、

一
家
全
員
を
荒
廃
農
村
に
移
住
さ

せ
、
農

業

の
再
興
、

ひ
い
て
は
農
村
の
再
興
を
図

ろ
う
と

し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
北
関
東

へ
の
移
住
民
は
、

(
44

)

頸
城
地
方
で
は
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
～
文
化

四
年

(
一
八
〇
七
)
ま
で
の

一
二
年
間
に
、
三
四

(
45

)

二
戸
、

一
七
〇
〇
人
に
も
上

っ
た
」
。
会
津

で
も
、

越
後
国
か
ら
の
移
住
を
計
画
的
に
行

っ
た
。
こ
の

よ
う
な
人
口
の
移
動
が
行
わ
れ
た
背
景

に
は
、
越

後
国
春
日
山
城
主
で
あ

っ
た
上
杉
景
勝
が
慶
長
三

年

(
一
五
九
八
)
に
会
津

に
移
封
さ
れ
た

こ
と
に

よ
り
両
地
域

に
つ
な
が
り
が

で
き
て
い
た

こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

越
後
国
は
会
津
や
白
河
と
地
理
的

に
も
近
く
峠

を
越
え
れ
ば
往
来
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
領
主

の

移
封
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
会
津
や
白
河
は
越
後

国
内

に
預
所
を
所
有
し
て
い
た
。
特
に
後

に
見
る

(
46

)

東
蒲
原
郡
は
越
後
国
と
会
津

の
境
界
に
当
た
り
、

明
治
初
期
に
は
福
島
県
に
含
ま
れ
て
い
た
。
白
河

(
一
六
二
七
年
以
前
)
も
二
本
松

(
一
六
四
三
年
以

前
)
も
、
か

つ
て
は
会
津

の
支
配
下

に
あ
り
、
ま

た
初
代

二
本
松
藩
主
の
丹
羽
光
重
は
白
河
よ
り
国

替
で
移
封
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
越
後
国
と

陸
奥
国
南
部
と
の
政
治
地
理
的
な
関
係
は
深
か

っ

た
。他
国

へ
の
流
出
人
口
が
多
い
と
い
う
越
後
国
の

特
殊
性
は
、
人
口
の
堕
胎

・
間
引
き
と
い
っ
た
人

為
的
制
限
が
こ
の
地
域

で
多
く

の
信
者
を
得

て
い

た
浄
土
真
宗

で
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
に
人
口
圧

(
47

)

が
高
く
な

っ
た
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
調
べ
て
み
た
い
。

3
-
4
-
2

流
入
理
由

郡
山

へ
は
、
多
く

の
人
々
が
他

の
地
域
か
ら
流

入
し
た
。
郡
山
が
持

つ
人
口
を
引
き
付
け
る
要
因

は
何
だ

っ
た
の
か
。
第

一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

「労
働
需
要
」

の
高
さ
で
あ
る
。
宿
場
町

で
あ
り

商
業
都
市

で
あ
り
地
方

の
政
治

の
中
心
と
も
な

っ

て
い
た
郡
山
に
、
周
辺
農
村
か
ら
も
多
く
の
人
々

が
働
き
に
来

て
い
た
こ
と
は
前
節
で
述

べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
郡
山
上
町

へ
の
流
入
を
理
由
別
に
観

察
す
る
と
、
何
と
い

っ
て
も
第

一
に
多

い
流
入
理

由

は

「奉
公
」
に
よ
る
も

の
で
あ

る

(表
2
)。

(48

)

と
こ
ろ
が
、
奉
公
人
比
率
を
と

っ
て
み
る
と
初
期

の
頃

は
男
子
と
女
子
と
で
同
程
度
で
あ

っ
た
の
が
、

町
場

の
発
展

に
伴

っ
て

一
七
九
〇
年
あ
た
り
か
ら
、

女
子

の
奉
公
人
比
率
が
高
く
な
る

(図
13
)。
そ

し
て
、
出
身
地
域

で
見
て
み
る
と
、
男
子
の
奉
公

人

の
場
合

は
周
辺
農
村

(脇
村
)
か
ら

の
者
が
多

い
が
、
女
子

の
奉
公
人
は
越
後
国
蒲
原
郡
を
中
心

と
す
る

「他
所
よ
り
」
の
者
が
多
い
。
逆

に
、
越

後
国
蒲
原
郡
な
ど
の

「他
所
よ
り
」
か
ら

の
男
子

奉
公
人

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

(図
14
)。

労
働
需
要
の
高
さ
か
ら
都
市

に
集
ま

っ
て
く
る

の
は
、
奉
公
人
ぼ

か
り
で
は
な

い
。
「引
越
」

で

や

っ
て
く
る
者
も
そ
の
動
…機
が
労
働
需
要
に
よ
る

場
合
が
多

い
。
越
後
国
か
ら
は
、
「永
引
越
」

で
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表2郡 山上町へ の理由別 移動(1729～1870)

理 由 流 入 流 出 純移動

引 越 1844 315 1529

厄介など 726 149 577

養子 ・養女 1241 700 541

結 婚 1558 1050 508

奉公 ・仕事 5206 4864 342

店 借 667 660 7

欠落 ・行方不明 0 1773 一1773

その他 ・不明 385 100 285

計 11627 96!1 2016
(49

)

 家
族
と
と
も

に
や

っ
て
く
る
者
も
多

い
。

そ
し
て
、
引
越

で
や

っ
て
き
た
人
々
の
と

こ
ろ
に
数
年
後

に
ま
た
越
後
国
か
ら
人
が

流
入
し
て
く
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
都
市

へ
の
流
入
人

口
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ら

の
人
々
が
都
市

の
下
層
階
級
を
形
作

っ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
が
し
ぼ
し
ば
問
題

に
さ
れ
る
。

郡
山
上
町

で
は
、
こ
れ
ら
の
流
入
人
口
は
、
町
の

大
商
人
や
名
主
の
と
こ
ろ
に
奉
公

に
行

っ
た
り
、

大
工
と
し
て
働
い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
中

図13奉 公人比率(帳 末記載:奉 公人/定有人)

 

に
は
自
身
が
大
商
人

に
な
る
者
も
あ
れ
ぽ
、
欠
落

人
と
な
り
行
方
不
明
に
な

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
。
ま
さ
に
、
都
市

に
出
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

人
生
が
大
き
く
変
化
す
る
と

い
っ
た
現
象
が
観
察

図14奉 公人出身元別趨勢(帳 末記載)

 

(50
)

さ
れ
る
。

奉
公
人
と
し
て
、
郡
山
上
町

に
や

っ
て
く
る
者

は
確
か
に
多
い
。
だ
が
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
年

季
奉
公
人
で
あ
り
、
年
季
が
明
け
る
と
出
身
地
に
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帰

っ
た
り
、
ま
た
、
中

に
は
身
請
け
さ
れ

て
近
隣

地
域
に
移

る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
入

り
奉
公
人

の
郡
山
上
町
の
人
口
増
加

へ
の
寄
与
率

は
必
ず
し
も
高

い
と
は
言
え
な
い
。
何
と

い
っ
て

も
郡
山

の
人

口
増
加
に
大
き
な
貢
献
を
し

た
の
は
、

越
後
国
か
ら
の

「引
越
」

に
よ
る
流
入
者

で
あ
る
。

(
51

)

こ
の
よ
う
な
引
越
世
帯

は
人
別
帳

で
は

「水
呑
」

と
記
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
八
○
○
年
あ
た
り
か

ら
、
主
と
し
て
越
後
国
か
ら
の

「厄
介
」
と
記
載

さ
れ
る
流
入
が
始
ま
り
、

一
八
三
〇
年
あ
た
り
か

ら
こ
れ
が

「引
越
」
と
同
程
度
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
「厄
介
」

は
、
す

で
に
存
在
す

る
世
帯
内

部

へ
の
流
入
で
あ
り
、
引
越
先
の
世
帯
員

と
の
続

柄
が

「厄
介
」
と
記
入
さ
れ
る
場
合
で
あ

る
。

一

人

で
流

入
す

る
場
合
も
あ
れ
ぽ
家
族
ご

と

「厄

介
」
と
し
て
流
入
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

郡
山
上
町
に
お
い
て
、
す
で
に
十
二
分
に
町
域
が

ひ
ろ
が
り
、
新
た
に
居
住
す
る
場
所
が
確
保

で
き

(
52
)

な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
流
入
先
世
帯

の
親
戚
筋

の
者
が

「厄
介
」

と
し
て
同
居
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
郡
山
上
町
の
あ
る
水
呑

の
家

の
職

業
は

「
仕
立
屋
」

で
あ
る
が
、
こ
こ
に

「厄
介
」

が
入

っ
て
く

る
。
こ
の
場
合

で
は
、
「
厄
介
」

は

こ
の
家

で
労
働
を
分
担
す
る
奉
公
人
で
あ
る
可
能

性
も
高

い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
「厄
介
」
が
何
を

意
味
す
る
か
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
た
ど

っ

た
具
体
例
や
他
の
史
料
な
ど
か
ら
、
よ
り
詳
細

に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

郡
山
上
町

へ
の
絶
え
間
な
い
人
口
流
入
の
理
由

と
し
て
次

に
考
え
た
い
の
が
、
「城
下
町

の
衰
退
」

で
あ
る
。
城
下
町
が
労
働
力
を
引
き
付
け
る
力
を

失

っ
た
こ
と
が
在
郷
町

の
発
展
に
つ
な
が

っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
前
述
し
た
。
そ
れ
で
は
、
城
下
町

二
本
松

の
様
子
は
ど

の
よ
う
で
あ

っ
た
の
か
。
た

と
え
ぽ
、
城
下
町
は
商
業
な
ど
の
規
制
が
強
固
で

あ

っ
た
の
に
在
郷
町
で
は
弱
く
、
そ
の
こ
と
が
郡

山

に
お
け
る
商
業
を
活
発

に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
八
世
紀
初
頭

の
二
本
松
は
城
下
町
と
し
て
領

内

の
政
治

・
経
済

の
中
心
と
同
時
に
全
国
商
品
流

通

の
結
節
点
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
。
延
享
三
年

(
一
七
四
六
)
の
家
数

は
六
七
〇
軒
余
、
天
明

八

年

(
一
七
八
八
)
に
は
家
数
七
二
三
軒
、
総
人
数

三

=

八
人

(内
、

男

一
七

一
一
人

、
女

一
四
〇

七

(
53

)

人
)
と
増
加
傾
向

に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
や
が

て
藩
の
財
政
窮
迫
か
ら
、
藩

に

結
び

つ
い
た
特
権
城
下
町
商
人

に
よ
る
商
業
活
動

が
不
振
と
な
る
。
そ
し
て
、
二
本
松
城
下
町
経
済

は
停
滞
す

る
。
こ
れ
と
反
比
例

し
て
郡
山

・
本

宮

・
小
浜
な
ど

の
新
興
宿
駅
商
人
が
勃
興
す
る
。

財
政
的

に
窮
乏
し
た
二
本
松
藩
も
、
旧
来
城
下
町

商
人
が
持

っ
て
い
た
肴
株

・
塩
株
な
ど
の
特
権
を

与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
興
商
人
層
に
財
源
を

求

め
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
宝

暦

・
明
和
期

(
一
七
五

一
～

一
七
七
二
)
頃

に
は

新
興
商
人
が

「人
帳
除
き
」
と
い

っ
た
地
位
や
家

(54
)

守
制
を
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら

の
新
興
商
人
は
上
方
や
関
東
地
方
と
も
結

(
55

)

び

つ
き
活
発

に
商
売
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
確
か

に
、
郡
山
上
町
の
繁
栄
も
城
下
町
経
済

の
停
滞
と

結
び

つ
い
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う

に
商
業
的
発
展
に
よ
り
人
口
流
入
が

生
じ
て
い
た
郡
山
で
は
、
宿
場
特
有

の
事
件
も
生

(
56
)

じ
、
そ
れ
が
記
録

に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
人
口
の

絶
え
間
な
い
流
入
が
町
の
風
紀
を
乱
し
た
可
能
性
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も
あ
る
。
郡
山
で
は
町
場
昇
格
と
と
も
に
木
戸
が

創
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
夜
間

の
人

口
流
入
を
防
ぎ
、
町

の
治
安
維
持

に
努

め
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

4

他
地
域
と
の
比
較

こ
こ
で
は
、
近
世

に
お
け
る
在
郷
町
の
人
口
増

加
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
簡
単

に
他
の
在
郷
町

の
事
象

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
摂
津
国
富

田
林
は
、
寺
内
町
か
ら
在
郷
町
と
な

っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
寛
永
二

一
年

(
一
六
四
四
)
と
貞

享
三
年

(
一
六
八
六
)
の
宗
門
帳
を
比
較
す
る
と
、
近
村

か
ら
の
人
口
流
入
が
行
わ
れ
た
た
め
、
戸

数
の
増

加
が
著

し
い
。
こ
れ
は
、
高
持
ち
層
に
お

い
て
も

若
干
増
加
し
て
い
る
が
、
や
は
り
借
屋
層

の
増
加

(
57
)

が
著

し
い
。
ま
た
、
武
蔵
国
粕
壁
宿
は
宿

場
町
で

あ
り
、
分
家
と
流
入
者
か
ら
、
寛
文
か
ら
元
禄
期

に
は
宿
場
町
の
戸
口
が
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
地
域

の
人

口
は
延
宝

八
年

(
一
六
八
○
)
の

一

三
三
六
人
が
享
保

一
八
年

(
一
七
三
三
)

に
は
三

(
58

)

五
四
四
人
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
野
国
桐

生
に
お
い
て
も
…機
織
労
働
需
要

の
た
め
、
宝
暦
七

年

(
一
七
五
七
)
～
安
政

二
年

(
一
八
五
五
)
に

か
け
て
人
口
が
三
倍

に
な

っ
て
い
る
と
い
う
現
象

(59
)

が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
期
は
若
干
異
な
る
が
、
在
郷

町
に
お
け
る
人
口
増
加
は
、
近
世
日
本

の
多
く
の

地
域

で
観
察
さ
れ
る
現
象
と
い
え
る
。

5

ま

と

め

郡
山
上
町
で
は
、
人
口
の
流
出
入

の
相
手
先
第

一
位

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
郡
山
下
町
で
あ
る
。

次

に
郡
山
組
、
そ
し
て
他

の
安
積
郡
内
や
安
達
郡

内

の
農
村
が
多

い
。
ま
た
、
越
後
国
か
ら
の
流
入

が
多

い

(図
15
)。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域

に
よ

り
流
出
入

の
理
由
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
も
同
時

に
観
察
さ
れ
た
。
奉
公

に
は
近
隣
農
村
か
ら
も
越

後
国
な
ど

の

「他
所
」
か
ら
も
や

っ
て
く
る
が
、

そ
の
内
容
は
か
な
り
異
な
る
。
近
隣
農
村
か
ら
は

男
子
が
働
き
に
く
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
越
後
国

な
ど
か
ら
の
奉
公
は
女
子
が
多

い
。

つ
ま
り
、
越

後
国
な
ど
か
ら
奉
公
に
や

っ
て
く
る
女
子
は
年
齢

的
に
も

「飯
盛
女
」
と
し
て
働
き
に
来
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る

(表
3
)。
奉
公
に
よ
る
流
入
者

は

や
が

て
再
び
流
出
す
る
こ
と
が
多

い
。
近
隣
農
村

か
ら
は

「店
借
」

で
や

っ
て
く
る
者
や

「結
婚

・

養
子
」
な
ど

の
理
由
で
流
入
す
る
者
も
多
く
、
郡

山
上
町
か
ら
も
同
様
の
理
由

で
こ
れ
ら
の
農
村
地

域

に
流
出
す
る
。
越
後
国
か
ら
は
奉
公

の
ほ
か
に

「引
越
」
・
「厄
介
」
で
家
族
と
と
も

に
や

っ
て
く

る
者
が
多
く
、

こ
れ
が
郡
山
上
町

の
人
口
増
加
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た

(図
16
)。

人
口
増
加

に
関
し
、

一
八
○
○
年
頃
か
ら
、
自

然
増
加

・
社
会
増
加
と
も
に
変
化
が
生
ず
る
。
社

会
増
加
に
関
し
て
は
流
入
理
由
な
ど

「厄
介
」
が

目
立

っ
て
く
る
と

い
う
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
観
測
期
間

の
初

め
は
人
口
増
加

へ
の
寄
与

と
い
う
点

で
、
社
会
増
加
が
正
、
自
然
増
加
が
負

で
あ

っ
た
の
が
、
や
が

て
社
会
増
加
が
正
、
自
然

増
加
も
正

へ
と
変
化
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、

人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ

の
自
然
増
加

の
負
か
ら
正

へ
の
変
化
は
粗
出
生
率

の
上
昇
に
よ
る
。
ま
た
、
乳
児
死
亡
率
が
低
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
粗
出
生
率

の
上

昇

に
関
し
て
は
、
近
隣
農
村

で
も
同
様

の
現
象
が

見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
原
因
と
し
て
生
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活
環
境
の
改
善
、
た
と
え
ぽ
働
き
な
が

ら
、
夫
婦

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と

(
60
)

い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

最
後

に
、
は
じ
め
に
提
起
し
た
二

つ
の
説
に
関

し
て
今
回
の
分
析
か
ら
考
え
ら
れ
る
範
囲

で
の
回

答
を
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
「都
市
蟻
地
獄
説
」

に
関
し
て
考
え
た

い
。
在
郷

(宿
場
)
町
で
あ

っ
た
郡
山
上
町

は
確

か
に
外
部
か
ら
の
人
口
を
引
き

つ
け
た
。

し
か
し

図15移 動 の方向

な
が
ら
、
そ
の
粗
出
生
率
や
粗
死
亡
率
は
周
辺
農

村
と
比
較
し
て
特

に
低
い
と
も
高

い
と
も

い
え
な

い
。
有
配
偶
率
や
有
配
偶
出
生
率
な
ど

の
よ
り
詳

細
な
人
口
指
標
を
も

っ
て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る

(人)

(年)

図16越 後 か らの流入

が
、
農
村
的
要
素
が
あ
る
郡
山
上
町
に
関
す
る
限

り
、
都
市
蟻
地
獄
説

は
、
社
会
増
加

に
関
す

る

(流
入
人
口
が
多
か
っ
た
)
点

の
み
妥
当

で
あ
る
と

い
え
る
。

次

に

「プ

ロ
ト
工
業
化
論
」

で
あ
る
。
す
で

に
斎
藤

(
一
九
八
五
)
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
プ

ロ
ト

工
業
化
論
を
そ
の
ま
ま
近
世
日
本

に
当
て
は
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
郡
山
上
町
は
、

本
格
的
な
工
業
化
以
前

に
農
村
か
ら
都
市
的
要

素
を
多
く
含
む
町
場

へ
変
わ

っ
た
。
郡
山
上
町

で
は
大
商
人
の
出
現
や
、
そ

の
資
本
を
元
に
し

た
周
辺
村
落
で
の
養
蚕

・
製
糸
業

の
発
展
も
み

ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
郡
山
と
そ
の
周
辺
農
村

の
経
済

の
向
上
が
幕
末
期
に
か
け

て
の
粗
出
生

率

の
上
昇

に
結
び

つ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回

の
分
析
の
結
果
、

こ
れ
か
ら
調
査

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

い
く

つ
も
残

っ
た
。

人
口
増
加

の
背
景
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
な
原

因
が
考
え
ら
れ
る
。
ω
町
場
昇
格
が
生
じ
、
宿

(
61

)

場
町
と
し
て
繁
栄
し
た
。
②
経
済
的
に
は
、
大

槻
組

・
片
平
組

・
郡
山
組

の
三
組
の
貢
納
蔵
が
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表3 越 後か らの理 由別流入(主 な理由で ある6ケ ースについて)

＼ 女性 男性
総計

年齢* 引越
掛 人・厄
介・抱 結婚 同居 奉公 養子 ・養女 計 引越

掛人・厄

介・抱 結婚 同居 奉公 養 子・養女 計

0 1 1 1 1 4 1 7 5

1 iz 5 io 2 29 21 5 5 z 5 38 67

21 7 7 3 3 2 22 12 5 4 2 23 45

3 9 4 3 1 1 18 11 5 z 1 19 37

4 22 5 5 3 4 39 17 8 1 z 26 65

5 tt 5 i 1 1 19 10 5 1 1 17 36

6 7 1 3 41 1 16 io 4 1 15 31

7 12 4 1 14 1 32 19 3 1 1 zai 56

8 13 2 2 y 27 2 47 8 2 1 3 141 si

9 5 4 1 1 14 1 26 3 4 1 2 10 36

10 13 4 i 341 52 5 3 1 9 61

11 s 1 2 3 33 3 48 9 z 2 13 61

12 10 1 1 43 1 56 14 5 1 2 22 78

13 5 3 82 z 92 8 z 4 z is yos

14 B 3 3 120 z 134 11 2 z 15 149

15 10 5 3 2 131 151 4 z 1 3 1 11 162

16 5 5 2 145 3 160 ti 6 1 3 3 7 25 185

17 5 4 B z 124 z 143 z 1 1 1 5 148

18 3 z 5 3 116 2 131 6 4 4 14 145

19 41 5 5 1 76 91 8 3 z 3 16 107

20 1 3 6 s 40 5 57 6 3 1 4 14 71

21 io 5 7 z 31 2 57 5 4 3 y 4 17 74

22 8 8 12 s 23 2 59111 2 3 1 s 23 821

23 4 5 t2 1 9 2 3316 2 3 6 17 50

24 20 12 13 1 z 3 51 5 5 1 s 17 34 85

2516 9 12 1 1 29 11 6 3 15 35 64

26117 9 9 1 6 42 6 s 3 12 27 ss

27 8 9 14 3 z 36112 3 5 16 36 72

2a s 11 1 7 41 2316 7 1 9 23 46

29112 a 7 t z 30115 10 4 ya 39 69

3018 2 6 1 i z 207 7 4 3 21 41

3118 e 7 1 3 1 28118 5 5 a 38 64

3218 z 7 1 7 19 5 70 2 5 zz 41

3319 7 z 18 11 3 4 1 z zi 39

34118 10 7 z 37 16 15 3 8 42 79

35113 3 3 19 14 5 3 3 25 aa

36170 3 7 1 21 15 4 7 41 30 51

37 15 3 3 2 1 24 20 9 1 z 32 56

38 6 s 12 15 4 1 3 23 35

39 8 z a 2 20 25 7 1 8 41 61

40 7 2 1 1 1 12 13 3 1 3 20 32

41 8 1 1 1 1 12 9 3 1 5 18 30

42 7 2 1 1 11 8 2 i 5 16 27

43 4 1 5 9 z 1 3 15 20

44 io 1 1 1 73 73 z 2 3 za 33

45 3 1 1 1 6 7 1 i 9 15

46 5 4 i 10 10 10 20

47 6 i 2 9 12 6 3 zi 30

48 3 z 1 6 6 1 7 13

49 7 1 3 1 12 3 2 1 2 1 9 21

50 4 41 1 9 5 1 6 75

51 2 1 3 4 2 1 1 8 11

52 6 y 1 e 6 z 2 i 11 19

53 3 1 1 5 5 1 z 2 101 15

54 5 1 1 1 8 11 2 13 21

55 4 1 5 io z 12 17

56 1 1 9 z 2 1 141 15

57 1 2 1 4 5 1 siio

58 3 1 z sis

59 2 1 3 3 1 417

so 3 1 7 1 s 3 1 4110

61 1 1 z 1 3141

s2 41 3 7 1 3 4111

63 1 1 1 3 2 215

fi4 1 1 2 4 1 1 sis

65121 2 1 113

6611 1 1 112

67121 1 3 1 114

68 1 111

69 z z s 214

70 1 7 1

71 1 111

73 1 1 1 12

75 2 s 2

77 1 1 1

85 1 111

86 y 1 1 112

総計465 217 223 ss 1086 61 212015891217 23 103 20 203 1155 3275

*ここでの年齢は、人別帳の記載年齢から1を引いたものである。



都市化する郡山上町

お
か
れ
、
定
期
市
が
立
ち
商
業
活
動
が
活
発
と
な

っ
て
い
た
。
③
政
治
的
に
は
農
村
支
配

の
た
め
の

代
官
所
が
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
果
た
し
た

役
割
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、

で
き
う
る
限
り
実
証
的

に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
郡
山
上
町
に
お
け
る
人
口
増

加
の
最

大

の
要
因
と
な

っ
て
い
た
越
後
国
か
ら

の
流
入
者

に
関
し
て
、
な
ぜ
彼
ら
が
流
入
し
た
の
か
に

つ
い

(62

)

て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
流

入
者
は
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
、
彼
ら

の
生

活

.
人
口
学
的
な
指
標
は
以
前
か
ら

の
居
住
者
と

異
な

っ
て
い
た
か
。
ま
た
、
今
回
は
ほ
と

ん
ど
行

え
な
か

っ
た
他

の
宿
場
町
と
の
比
較
、
宿
場
町
以

外

の
町
と
の
比
較
も
将
来
的
に
は
試
み
た

い
課
題

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
日
本
近
世

の
在
郷
町

の

性
格
に
関
し
て
の
共
通
点
と
特
殊
性
を
導
き
出
し

た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

注(
1
)

移
動
者
が
直
接
衰
退
下
の
城
下
町
か
ら
成
長

下

の
在

郷
町

へ
行

っ
た

と

い
う

よ
う
な
単

純

な
も

の
で

は
な
く
、

実
際

の
移

動

の

パ
タ

ー

ン
は
も

っ

と
複

雑

な

も

の

で
あ

っ
た

(
ス

ミ

ス

〔
一
九

九

五
〕

二

八
頁

)
。

(
2
)

在

郷
町

と

は
、
支

配
関
係

か
ら

は
農

村

に
位

置

づ
け

ら
れ

る
が

、
機
能

と

し

て
は
町

場

で
あ

っ

た
地

域

で
、
港

湾
都

市

や
宿
場

町

な
ど
が

あ

っ
た
。

(3
)

ス
、・・
ス

(
一
九

七

三
、
七

七
、

八
五
)

は
、

三
五

の
城

下
町

所
属

平
民

人

口

の
変

化

(
一
七

〇

〇

～

一
八
五
〇

)

か
ら
、

一
八
世
紀

以
降

、
数
多

く

の
城

下
町

が

人

口
減

少

を
経
験

し

た

こ
と
を
明

ら
か

に
し

た
。

そ
し

て
そ

の
人

口
減
少

を
、

西
欧

に
お
け

る
大
都

市

を
中

心
と

し

た
間
断

な
き
都

市

成
長

と
対

比

さ

せ
、

そ

の
相
違

を
外

国
貿

易

の
有

無

に
求

め
た
。

斎
藤

(
一
九

八
七
)

に
も

、

こ

の

点

に
関
す

る
言

及
が

あ

る
。

(
4
)

近

世

の
都
市

人

口

に
関

す

る
分
析

と

し

て
、

佐

々
木

(
一
九

六

七

、
七

七
、

八

八
)
、

速

水

(
一
九

七
五

、

八

一
、

八

二
、

九
〇

a
、

九
〇

b

)
、

深
井

(
一
九

七
七

)
、
鬼

頭

(
一
九

八
三
)
、
斎

藤

(
一
九

八

七
)
、

酒
井

(
一
九

八

三
)
、

高

木

(
一

九

八
九
)

な

ど
が
あ

る
。

(
5
)

何

を

基
準

と

し

て
都
市

と

考
え

る

べ
き

か
は
、

第

2
節

に
お

い

て
論

じ

る
。

(
6
)

速

水

(
一
九

七

五
、
九

〇
)

な
ど

。

(
7
)

都

市

墓

場

説

(ξ

σ
①
ロ
αq
蠢

く
①
旨

「
α

臣
?

o
曙
)

と

も

い

う
。
速

水

(
一
九

七

五

)
、
佐

々

木

(
一
九

七
七

)
参

照
。

　
12
)

111098

斎

藤

(
一
九

八
七
)
。

ω
=
》
幻
口

Z

(
一
㊤
刈
。。
)
。

斎

藤

(
一
九

八

五
、

八
七
)
。

斎

藤

(
一
九

八
七

)

二
〇
頁

。

郡

山
下

町

の
人
別
帳

が
連

続

し

て
残

存

し
始

め
る
年
。

(
13
)

一
八
七
〇

年

は
史
料

の
記

載
様

式
が

若
干
変

化

す

る

た
め
、

同

一
の
記
載

様
式

で
あ

る
最
終
年

の

一
八
六

七
年

の
値

を
と

っ
た
。

(
14
)

こ

の
数

値

は
、
上

町

・
下
町

と
も

に
帳
末

の

総

人

口

で
あ

る
。

(15
)

二
本

松
藩

で
は
領
内

一
一
〇

力
村

を

一
〇

組

と

し

て
、

そ

れ
ぞ

れ

に
代

官

を
置

い
て

い
た

(郡

山
市
史

編

〔
一
九
七

二
〕

七

五
-
八

一
頁

)
。

(
16
)

二
本
松

市

編

(
一
九

八

二
)

一
五

二
頁

。

(
17
)

内

書

の
み
で

は
、

一
五
三
九

人
。

ま

た
、

一

八
〇

一
年
人

別
帳

の
帳

末
数

字

で
は
、

定
有

人

は

一
四
九

六
人

。

(18
)

こ
こ

で

の
数
値

は
、

史
料

末

尾

の
総

人

口
。

ま

た
、
郡

山
下

町

は
享
和

元
年

(
一
八
〇

一
)

の

史

料

が
得

ら

れ
な

い
た

め
、
寛

政

一
二
年

(
一
八

○

○
)

の
数

値

を
記

し

た
。
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(19
)

本

町
、
亀

谷

町
、
竹

田

町
、
松

岡

町
、
根

崎

町

、
若

宮
町

。

(
20
)

二
本
松

城
下

の
詳

し

い
人

口
趨
勢

を
得

る
手

が

か
り

は
今

の
と

こ
ろ
見

つ
か

っ
て

い
な

い
。

天

明

八
年

(
一
七

八

八
)

の
記
録

は

「陸

市

漫
録
」

(「
天

明

八
年

六

町
惣
家

数

人
数
惣

高
覚

」

が
書

か

れ

て

い
る

一
次

史
料

の
表

題
。

二
本

松
市

編

2

九

八

二
〕

三

三
三
-
三

三
八
頁

に
収
録

。

個
人
蔵

)

に
よ

る
。

ま

た
、

こ
れ

以
前

で

は
、

「
勿

他
見

集
」

(同

様

に

一
次

史
料

。

二
本
松

市
編

〔
一
九

八

二
〕

九

一
〇

頁

に
言
及

が
あ

る
)

に
宝
永

二
年

(
一
七

〇

五
)

の
城

下
惣

町
人

数

四
五

四
三
人

と

い
う
記

述

が
あ

る
。

(
21
)

都

市

の
人

口
規
模

と

し

て

一
万

人
あ

た
り

を

妥
当

と
す

る
考

え
も

あ

る
。
U
Φ

<
幻
田

ω

(
一
九

八

四
)

で

は
、

便
宜

的

に
都
市

人

口
を

一
万
人

と

し
て

い
る
。

し

か
し
、

こ
れ
が

都
市

の
定

義

で

は

な

い
こ
と
を

彼

は
強

調

し

て
お
り
、

近
代

の
都

市

と
し

て
妥
当

な
水

準

は
少

な
く

と
も

二
〇
〇

〇
人

～

三
〇

〇
〇

人

の
人

口
を
持

つ
と

こ
ろ
だ
が

、

こ

の
よ
う
な
都

市

に
関

す

る
情

報

を
収
集

す

る

の
が

困
難

な

と

こ
ろ
か
ら

一
万

人
を

用

い
て

い
る
と

断

っ
て

い
る
。

(22
)

渡

辺
浩

一

(
一
九
九

二
)

一
八
九
頁

。

(23
)

成
松

(
一
九

八
五
)

一
=

二
頁

。

(
24
)

一
六

八
八
～

一
八
七
〇
年

ま

で
残

存
。

そ

の

う
ち
欠

年

は
、

一
六
九

〇
～

一
六
九

三
、

一
六
九

六
～

一
七
〇

八
、

一
七

一
二
、

一
七

=

二
、

一
七

一
五
～

一
七

一
八
、

一
七

二

一
～

一
七

二
三
、

一

七

二
五
～

一
七

二

八
、

一
七

三
二
、

一
七

三

三
、

一
七

三
九

、

一
七

四

一
、

一
七

四

二
、

一
七

四
六
、

一
七
五

一
、

一
七

五
四
、

一
七
六

二
、

一
七

六
三
、

一
七

六

五
、

一
七

七

.一
、

一
七

八

四

(
一
部

残

存

)
、

一
七

九

二
、

一
八
○

○
、

一
八

一
九

、

一

八
六
五

、

一
八
六

九
、

一
八
七
〇

(
一,
部
残

存
)

の
四
九

年
。

帳
面

作
成

月

は
三
月

で
あ

る
こ
と
が

多

い
。

(
25
)

現
在

の
福
島

県

郡
山
市

の

一
部

で
あ

る
。

(
26
)

こ

の
ほ

か
、
丹

羽
光

重
が

二
本
松

へ
国
替

に

な

っ
た
時

に
田
村
郡

三
〇

力
村

が
預

か
り
地

と
な

っ
た
。

こ

の
地

は
寛

永

二
〇
年

(
一
六

四
三
)

か

ら

延
宝

六
年

(
一
六
七

八
)
年

ま

で

二
本

松
藩

領

と

し

て
支

配

下

に
あ

っ
た
。

ま

た
、

天

保

四

年

(
一
八
三

三
)

二
月

に
湖
南

地

方

の
舘

・
横
沢

.

安

佐

野

・
舟

津

・
浜
路

が
幕

領
川

俣
陣

屋
支

配

に

移

さ
れ
、

そ

の
替
地

と

し
て
信
夫

郡

八
丁

目
村

.

鼓
岡

・
天

明
根

・
上

水
原

・
下

水
原

の
五

力
村

が

二
本

松
領

に
組

み
入
れ

ら
れ

た
。

そ

の
他

、
享

保

一
五
年

(
一
七
三

〇
)

か
ら
寛

保

二
年

(
一
七
四

二
)

ま

で
、

信
夫

・
伊
達

の
幕
領

五
万

石
を
支

配

し
、
安

政

五

年

(
一
八

五

八
)

か

ら

慶

応

三

年

(
一
八
六

七
)

ま

で
上

総

国
富

津

砲

台

警

備

と

し

て
、

同
地

周
辺

君
津

郡
内

に

一
万
石

を
預

け

ら
れ
、

支
配

し

て

い
た

(郡

山
市

編

〔
一
九

七

二
〕

七
五

-
七

九
頁

)
。

(27
)

寛
永

二
〇

年

(
一
六
四

三
)

の
記
録

で
は
郡

山
組

・
本
宮
組

が

郡
山
本

宮
組

と

し

て

一
つ
に
な

っ
て

い
る
が

、
慶

安
元
年

(
一
六

四

八
)

の
記
録

で

は
郡

山
組

と
本

宮
組

は
分

離

し

て

い
る
。

し

か

し
、

八
山

田

・
荒

井

の
ニ
カ
村

は
ま

だ
入

っ
て

い

な

い

(郡

山
市
編

〔
一
九

七

二
〕

八
○

-
八
二
頁

)
。

ま

た
、

「積

達
大

概
録

」

(
一
次
史

料
。

個

人
蔵

。

二
本

松
市

編

〔
一
九

八

二
〕

八
七

三
-
八
七
四
頁

)

で
は
、
郡

山
組

拾
参

箇
村

と

し

て
笹

川
以

外

の
村

が
書

き

上
げ

ら
れ

て
い
る
。

(28
)

速
水

(
一
九

八

二
)
。

(
29
)

経

済
的

に
苦

し
く

な

っ
て
他

地
域

へ
移

動
す

る
な

ど
、
何

ら

か

の
理
由

で

い
な
く

な

っ
た

(欠

落

し
た
)
者

。

数
年
経

っ
て
戻

っ
て
く

る
者

も
あ

れ
ば

、

そ

の
ま
ま
戻

ら
な

い
者

も
あ

る
が
、

郡

山

の
人

別
帳

上

に
は

か
な

り
長

い
期
間

に
わ
た

っ
て

書

き
上

げ

ら

れ

て

い
る
。

ま

た
、

「欠

落

人

の
覚

え

」

は
、
別
帳

に
作

成

さ
れ

る
場
合

も

あ

る
。

(
30
)

二
本
松
藩

で
は
財

政
逼
迫

の
た

め
、
金
銭

的

対

価

に
よ

り

こ

の
よ

う
な
身

分

を
付
与

し

て

い
た
。
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都市化する郡山上町

一
般

の
人

々
と

と
も

に

は
人
別
帳

に
記

載

さ
れ

な

く

な

っ
た

こ
れ

ら

の
人

々
は

「
人
帳
除

き

の
者
」

と

し

て
、
史
料

末

尾

に
記
載

さ

れ

て
い
る
。

(31
)

「
店

借
」

に
よ

る
流

入

は
周

辺

地
域

か
ら

の

者

の
み
で
あ

る
。

(32
)

郡
山

市
編

(
一
九

六
五

)
四

二
頁
。

(
33
)

成
松

(
一
九

八
五
)

一
一
二
⊥

=
二
頁
。

(
34
)

成

松

(
一
九
九

二
)

七

八
頁
。

下
線

は
筆

者
。

(
35
)

成

松

(
一
九
九

二
)

九

二
頁

。

(
36
)

こ

こ

で

は
、

「
食

売

女
」

と

呼

ば

れ

て

い
る

が

、

「飯

盛

女

」

と
同

義

で
あ

り
、
宿

場
特

有

の

女

性
労

働

の
こ
と

で
あ

る
。

(37
)

酒

井

(
一
九

八

三
)
。

(38
)

新

潟

県

編

(
一
九

八

八
)

二

四
四

-
二

五

二

頁

。

(39
)

現
在

は
巻

町

に
属

す

る
。

(
40
)

速

水

(
一
九

九

三
)

一
五

八
⊥

六

一
頁

第

3
表

幕

府
調

査
国

別
人

口
表

を
参

照

の
こ
と
。

(
41
)

中

村

(
一
九
六

七
)
。

(
42
)

温
故

談
話
会

編

(
一
九
七

七
)

八
頁

。

(
43
)

松

平
定

賢

は
定

信

の
二
代
前

の
白

河
領

主

。

(
44
)

越

後
国

頸
城

郡
。

越
後

国

西
側

に
位
置

し

て

い
た
。

(
45
)

中

村

(
一
九

六
七

)

に
言
及

が
あ

る
。

(46
)

明

治

一
二
年

(
一
八
七

九

)
、

郡
区

制

施

行

に
よ
り
蒲

原
郡

が
分

か

れ
、

一
部
が
東

蒲

原
郡

と

な

っ
た
。

(
47
)

越

後

に
多

い
真
宗

門
徒

は
堕

胎

・
間
引

き

の

風

習

に
な

じ
ま

な

か

っ
た
と
言

わ
れ

る

(新

潟
県

編

〔
一
九

八

八
〕

二
五
〇
頁

)
。

(
48
)

こ

こ
で
使
用

す

る
数
値

は
、

人
別

帳
末

尾

に

記

載

さ
れ

た
奉

公

人
数

を
同
末

尾

の
定
有

人
数

で

除

し

た
も

の

で
あ

る
。

(49
)

こ

の
理
由

と

し

て
、

新

発

田
藩

で
は
、

「
他

国

稼
」

は
許

さ

れ

て

い
な

か

っ
た
が

、

「引

越

」

と

い
う
形

態

を
と

っ
て

の
他
国

稼

は
許
可

さ

れ
や

す

か

っ
た
と

い
う
指
摘

が

あ

る

(本

間

〔
一
九

六

三
〕
)
。

(
50
)

今

回
、

分
析

の
対

象

と

し

て
い
る

の
は
、

人

別

帳

に
記
載

さ

れ

て

い
る
人

口
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

人
別

帳

に

記
載

さ

れ

な

い
よ

り

下

層

の

人

々
も

流
入

し

て
き

た
可
能
性

が

あ

る
が
、

こ
こ

で
は
考
慮

し

て
い
な

い
。

(
51
)

一
般

的

に
は

「
水
呑

」

と

は
、

土
地

を

所
有

し
な

い
百
姓

の
こ
と

で
あ

る
。

土
地

を
所

有

し
な

い
た

め
に
役
負

担

を
負

わ
な

い
が
、

そ

の
た

め

に

そ

の
土
地

の
正

式

な
構
成

員

と
は

み
な

さ
れ

な

い
。

し

か
し

な
が

ら
、
特

に
町

場

の
場
合

に
は
商
業

活

動
が

活
発

で
あ

る

の

で

「水

呑

」
が
、

土
地

を

保

有

し
な

い
こ
と

に
よ

っ
て
す
な

わ
ち
貧

し

い
人

々

と

は
言

え
な

い
。

郡
山

の
場
合

に
は
引
越

し

で
流

入

し

て
き

た
当

初

は

「水

呑
」

で
あ

る
が

、

や
が

て
郡

山

に
定
住

し
、

借
高

な
ど

も
持

つ
よ
う

に
な

る

と
、

「
高

持
」

と
記

さ
れ

る
よ

う

に
な

る
。

こ

の
時
点

で
郡
山

の
正
式

な
構

成

員

と
み
な

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
と
考

え
ら

れ

る
。

(
52
)

町

場
域

の
拡

大

に

つ
い
て
は
、
渡

辺
浩

一
が

次

の
よ
う

に
述

べ

て
い

る
。

「
貞

一
文
書

」

(郡
山

歴

史

史

料
館

所
蔵

「今

泉

文

書
」
)

に

よ
れ

ば
、

郡

山

は
、

「
一
八
世

紀

の
末

ご

ろ

か

ら
、
裏

町

の

人

口
増

と
新

た
な
裏

町

の
成

立
が
著

し

い
と

い
う

の

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
近

世

後

期

に

な

っ
て
水

呑

・
店
借

層

の
増
加

に
よ

っ
て
急
激

に
戸

口
が

増

大

し
、

そ

の
社

会
構

造
も

都
市

的
色

彩

を
強

め

る

と

い
う
、

関
東

な
ど

他
地

域

で

一
般

的

に
見

ら
れ

る
在

郷
町

・
宿

場
町

の
典

型
的

な

タ
イ
プ

と

い
え

る
だ

ろ
う
」

(渡

辺

〔
一
九

九

二
〕

一
八
八
頁
)
。

(
53
)

福

島
県

編

(
一
九

七

〇
)

七
九

二
頁
。

し
か

し
な
が

ら
、

天

明

八
年

の
六
町
総

家
数

は

「
陸
市

漫

録
」

で
は
、

か

っ
こ

つ
き

な
が

ら

七
四

一
軒

と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
、
本

町
人

口

と
し

て

一
五

三

軒

を

考

え

る

の
か
、

通

町

(
一
二
〇
)
・
馬

場

丁

(
二
六
)
・
椚

橋

(
一
六
)
・
栗

ケ
棚

(七

)
・

久
保

町

(
二
)

の
合

計

で
あ

る

一
七

一
軒

を

と

る

の
か

に
よ

っ
て
異

な

る
よ
う

で
あ

る

(
二
本
松

市
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編

〔
一
九

八
二
〕

三
三

三
-
三
三

八
頁
)
。

(54
)

「
郡

山

に
お
け

る
家

守

の
格

式

を
得

た
数

は

明

和

三
年

(
一
七

六
六

)
以

降
明

治
維

新

ま

で

の

間

に
、

上
町

=
二
人
、

下
町

七
人

の
計

二
〇

人

で
、

そ

の
ほ

か
上

納
金

の
回
数

・
金
額

に
よ
り

郷
士
、

城

下

町
年
寄

、
検

断
格

や

並

〔筆

者

注

日
検
断
格

並
と

い
う

こ
と
〕

の
資

格

を
得

た
商

人
が

少

な
く

な

い
。
彼

ら

は
近
世

中
期

以
降

幕
藩

制
下

の
最

大

の
資

本

で
あ

る
土
地

を
集

積

す

る
方

向

を

た
ど

っ

た
。
」

(福

島

県
編

〔
一
九
七

〇
〕

八
六

〇
頁

)
。

(
55
)

「
呉
服

な

ど

の
取

引

は
、

名

古

屋

・
京

都

の

方

ま

で
広

く
行

わ
れ
、

蚕

は
群
馬

方
面

へ
も

買

い

入
れ
中

継
ぎ

を
行

っ
た
。
魚

屋

は

二
本

松

・
須
賀

川

に
劣

っ
て

い
た
が
、

幕
末

に
は
直
接

、

浜
と

取

り
引

き
す

る

よ
う

に
な

っ
た
。

ま

た
、
職

業
別

に

仲
間

組

を

つ
く
り
、

商
業

の
統

制
も

行

わ
れ

た
。
」

(郡

山
市

教
育

委
員
会

編

〔
一
九
六

五
〕

六

一
-
六

二
頁

)
。

(
56
)

盗

難

一
七
件

、
傷

害

=

二
件

、
喧

嘩
五

件
、

死

亡

一
八
件

な
ど

が
記

録

さ
れ

て

い
る

(郡

山
市

編

〔
一
九

七

一
〕

二
二

二
頁

)
。

(
57
)

脇

田

(
一
九
九

四
)

九

四
頁

。

(
58
)

深
井

(
一
九
九

〇
)

一
二
六
頁

。

(59
)

ス
ミ

ス

(
一
九

八
五
)

二

八
頁

。

(60
)

フ
ラ
ン
ド

ル

・
モ
デ

ル
に
お

い
て
提
起

さ
れ

た
よ

う
な
プ

ロ
ト
工
業

化
期

に
観

察

さ
れ

た
結
婚

年

齢

の
低
下

に
よ

る
出

生
率

の
上

昇

と

い
う
概
念

は
、

こ

こ

で
は
す

で

に
女

子

の
結

婚
年

齢
が

十

分

に
低

い
た

め
に
当

て
は

ま
ら

な

い
。

(
61
)

郡
山

宿

の
賑

わ

い
ぶ

り

に
関

し

て
、

「
参

勤

交
代

の
大

名
行

列

な
ど

は
、
時

間

を
調
節

し
て
、

須
賀

川

・
本
宮

に
泊

る
予
定

を
変
更

し
、
郡

山

に

泊

る

こ
と
を

望

ん
だ

と
も
記

さ

れ
、

立

て
混

ん

で
、

本
宮

・
須
賀

川

に
進

ん
だ

り
、
戻

さ

れ
た

り
す

る

こ
と

の
不
愉

快

さ
を
書

い
た
日
記

な
ど

も
見

ら

れ

る
」

と

の
記

述

が

あ

る

(郡

山

市

編

〔
一
九

七

四
〕

一
五

一
頁

)
。

(
62
)

不
漁

や
洪

水

な
ど

の
飢
饉

や
災

害

の
た

め

に

暮

ら

し
が

成

り
立

た
な

く
な

っ
た

も

の
が

流
出

す

る
と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

*

本
報

告

で
用

い
た
デ

ー

タ
は
、

「
安

積

郡
郡

山

上

町

人
別
帳

」

を
元

に
速
水

融
先

生

に

よ
り
作

ら

れ
、

小
野
芳

彦
先

生

に
よ
り
デ

ー
タ
ベ

ー

ス
化

さ

れ

た

×
諺
く
田

菊

を
用

い

て
い
る
。

両
氏

と

と
も

に
、

デ

ー

タ
を
史
料

か
ら
利
用

可
能

な
形

に
書

き

写

し

て
く
だ

さ

っ
た
成
松

佐
恵

子
氏

、

お

よ
び
史

料

を
快

く
利

用
さ

せ

て
く
だ

さ

っ
た
郡

山
市

歴
史

資

料
館

の
伊

藤
堯

信
元
館

長

に
感
謝

し

て
い
る
。

ま
た
、

一
部

の
図

表
作

成

に
あ

た

っ
て
谷

田
部
弘

美

さ

ん

の
助

け

を

お
か
り

し

た
。

参
考
文
献

中
部
よ
し
子
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九
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)
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原
書
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。
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の
城

下

町

人

口
動

態

に
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」
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研
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九
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2
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店
。

芳

賀
登
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九
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)
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場
町

』
柳

原
書

店
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速

水

融

(
一
九
七

五

)
「
近

世

後

期

地
域

別

人

口
変

動

と
都
市

人

口
比
率

の
関

連

」

『研

究
紀

要
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川
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史
研

究
所

)
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昭
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四
九
年

度
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〇
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頁
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速

水
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(
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九

八

一
)

「
京
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町
方

の
宗

門

改
帳
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都市化する郡山上町

四
條
立
売
中
之
町
1
」
『研
究
紀
要
』
(徳
川
林
政

史
研
究
所
)、
昭
和
五
五
年
度
、
五
〇
二
-五
四

一

頁
。

速
水
融

(
一
九
八
二
)
「近
世
奥
羽
地
方
人

口
の
史

的
研
究
序
論
」
『三
田
学
会
雑
誌
』
(慶
應
義
塾
大

学
経
済
学
会
)
75
巻
3
号
、
七
〇
-
九
二
頁
。

速
水
融

(
一
九
九
〇
a
)
「近
世
奈
良
東
向
北
町
の

歴
史
人
口
学
」
『日
本
研
究
』
(国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ソ
タ
ー
紀
要
)
第
3
集
、

一
一
-三
三
頁
。

速
水
融

(
一
九
九
〇
b
)
「近
世
都
市

の
歴
史
人
口

学
的
観
察
1
奈
良
東
向
北
町

"
寛
政
五
年
～
明
治

五
年
1
」
『三
田
学
会
雑
誌
』
(慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
会
)
82
巻

特
別
号
l
H
、

一
五
六
⊥

七

五
頁
。

速
水
融

(
一
九
九
三
)
「明
治
前
期
人
口
統
計
史
年

表
-
附

幕
府
国
別
人
口
表
ー
」
『日
本
研
究
』

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ソ
タ
ー
紀
要
)
第
9
集
、

=
二
五
⊥

六
四
頁
。

平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編

(
一
九
九
三
)
『福

島
県
の
地
名

(日
本
歴
史
地
名
体
系
7
)』
平
凡

社
。

昼
田
源
四
郎

(
一
九
八
五
)
『疫
病
と
狐
憑
き
』
み

す
ず
圭
旦房
。

本
間
哲
朗

(
一
九
六
三
)
ズ
新
発
田
藩
の
他
国
稼
に

つ
い
て
〉ー
新
発
田
領
大
久
保
新
田
に
見
る
ー
」

『史

学
論

考
』

(新

潟
大
学

教
育

学
部

歴
史

科
談

話

会

)
、
第

10
号

、

二
七
-
三
四
頁

。

原

田

敏
丸

(
一
九

七

〇
)

「
近

世
宿

駅

の
村

落

構

造

-
主

と

し

て
中

山
道

柏
原

宿

の
譜
代

関
係

に

つ
い

て
ー

」

『
日
本

歴
史

』

(
日
本

歴
史
学

会

)

蹣
号

、

三
〇

-
四
七
頁

。

入
交

好
脩

(
一
九

七

七
)

『幕

末

の
特

権

商

人

と

在

郷
商

人
』

創
文

社
。

川

口
洋

(
一
九

九

四
)

「
宝

暦

五

(
一
七

五

五
)

年

の
越
後

国

魚
沼

南

部

に
お

け

る
村

落

人

口
」

『経

済
経

営

研
究
』

(帝

塚
山

大
学

)
、
第

2
号
、

七
三

-
七

八
頁

。

国
〉
芝

〉
Ω
d
O
閏
尸

田

8
ω
窪

(目
㊤
㊤
。。
)
㌦
い
8

ぴq
9

ω
-

8
g

Φ

]≦
霞

ユ
譴

Φ
ぎ

Z
o
昌
財

国
⇔
ωけ
一
》
勹
》
Z

(
一
胡
O
～

一
。。
。。
O
)
詳

ぼ

§

瀞
ミ
織
ミ
匙

§

帖竃
蕊
画耐

寒

らミ
耐

ミ

肉
ら
§

o
ミ
蹄
仂

b
帖G・§

の魯
§

ミ

ミ

留

蕊
舞

Z
o
・8

①
も

P
一
-
嵩
.

菊

池

喜

久
康

二

九

九

三
)

「
街

道

と
宿

場

と
色

と

(
そ

の

一
)
」

『
史
楽

』

(郡
山
市

役

所
史
楽

会

)

14

号

、

一
四
⊥

=

頁

。

木

村

礎

改

訂

(
一
九

七

九

)

『
旧

高

旧

領

取

調

帳

東

北

編
』

近

藤

出
版

社

(復

刊

二

九

九

五

東

京

堂
出

版
)
。

鬼

頭

宏

(
一
九

八

三
)

『
日
本

二
千

年

の
人

口
史

』

P

H

P
研
究

所
。

小
林
清
治

・
山
田
舜

(
一
九
七
〇
)
『福
島
県
の
歴

史
』
山
川
出
版
社
。

郡
山
市
編

(
一
九
七
四
)
『郡
山
の
歴
史
』
郡
山
市
。

郡
山
市
編

(
一
九
七
二
)
『郡
山
市
史

第
二
巻

近
世

(上
)』
国
書
刊
行
会
。

郡
山
市
編

(
」
九
七

一
)
『郡
山
市
史

第
三
巻

近

世

(下
)』
国
書
刊
行
会
。

郡
山
市
教
育
委
員
会
編

(
一
九
六
五
)
『郡
山
の
歴

史
』
郡
山
市
。

草
野
喜
久

(
一
九
七
六
)
「郡
山
宿
の
食
売
女
に
つ

い
て
1
女
性
史
の
一
断
面
1
」
『史
楽
』
(郡
山
市

役
所
史
楽
会
)
5
号
、
三
-
一
一
頁
。

草
野
喜
久

(
一
九
七
九
)
「郡
山
宿
の
食
売
女
に
つ

い
て

(2
)
1
女
性
史
の
一
断
面
1
」
『史
楽
』

(郡
山
市
役
所
史
楽
会
)
6
・
7
合
併
号
、
七
⊥

五
頁
。

草
野
喜
久

(
一
九
九
五
)
『近
世
郡
山
地
方
研
究
論

集
』
郡
山
共
同
印
刷
。

丸
山
雍
成

(
一
九
七
五
a
)
『近
世
宿
駅
の
基
礎
的

研
究

一
』
吉
川
弘
文
館
。

丸
山
雍
成

(
一
九
七
五
b
)
『近
世
宿
駅
の
基
礎
的

研
究
二
』
吉
川
弘
文
館
。

丸
山
雍
成
編

(
一
九
九
二
)
『日
本
の
近
世
6

情
報

と
交
通
』
中
央
公
論
社
。

児
玉
幸
多
編

(
一
九
九
二
)
『日
本
交
通
史
』
吉
川
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弘
文
館
。

森
田
武

(
一
九
七
六
)
「在
郷
町
に
お
け
る
階
層
構

成
の
特
質
と
矛
盾
関
係
」
『埼
玉
大
学
紀
要
』
(教

育
学
部
)
第
25
巻
、
七
七
-九
八
頁
。

中
村
辛

一

(
一
九
六
七
)
「越
後
の
出
百
姓
に
つ
い

て
」
中
村
辛

一
編

『高
田
藩
制
史
研
究
』
第
6
巻
、

風
間
書
房
、
五
三
二
-
五
五
三
頁
。

成
松
佐
恵
子

(
一
九
八
五
)
『近
世
東
北
農
村

の

人
々
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
圭
旦
房
。

成
松
佐
恵
子

(
一
九
九
二
)
『江
戸
時
代
の
東
北
農

村
』
同
文
舘
出
版
。

新
潟
県
編

(
一
九
八
八
)
『新
潟
県
史

通
史
編
4

近
世
二
』
新
潟
県
史
印
刷
共
同
企
業
体
。

二
本
松
市
編

(
一
九
八
二
)
『二
本
松
市
史
6

資
料

編
4

近
世
m
』
二
本
松
市
。

西
川
幸
治

(
一
九
七
二
)
『日
本
都
市
史
研
究
』
日

本
放
送
出
版
協
会
。

温
故
談
話
会
編

(
一
九
七
七
)
『越
後
地
誌
風
俗
全

書

越
後
風
俗
志

(全
)』
歴
史
図
書
社
版

(原

典
は

一
八
九
五
年
の
刊
行
)。

小
野
晃
嗣

(
一
九
九
三
)
『近
世
城
下
町
へ
の
研
究
』

法
政
大
学
出
版
局
。

斎
藤
修

(
一
九
八
五
)
『プ

ロ
ト
工
業
化
の
時
代
』

日
本
評
論
社
。

斎
藤
修

(
一
九
八
七
)
『商
家

の
世
界

・
裏
店
の
世

界
』

リ
ブ

ロ
ポ

ー
ト
。

酒
井

守

(
一
九

八
三

)

『幕

末

期

に
お

け

る
江

戸

近

在
宿

の
人

口
動
態

i
武
蔵

国

埼
玉

郡
粕

壁
宿

の
場

合

1
』

関
東

図
書

株
式
会

社

。

佐

々
木

陽

一
郎

(
一
九

六

七
)

「
徳

川

時

代

後

期
都

市

人

口

の
研

究

H
摂

津

国

西

成

郡

天

王

寺

村
」

『史

海

』

(東

京
学

芸
大

学
史

学
会

編

)
、
第

14
号

、

三

一
-
四

四
頁
。

佐

々
木

陽

一
郎

(
一
九

七

七
)

「
江
戸

時

代

都

市

人

口
維

持
能

力

に

つ
い
て

目
飛
騨

高
山

の
経

験
値

に

も

と

つ

く

一
実

験

の
結

果

」
社

会

経

済

史

学

会

『新

し

い
江

戸
時

代

史

像

を
求

め

て
そ

の
社

会

経

済

史
的

接

近
』

東

洋

経
済

新

報

社
、

=

二
五

⊥

五
二
頁

。

佐

々
木

陽

一
郎

(
一
九

八

八
)
「
人

口
移

動

と

そ

の

要

因

i

飛
騨

国

と
高

山

の
実

例

1
」

『
千

葉

大
学

経
済

研
究
』

第

2
巻
第

2
号
、

三
七

-
七

四
頁
。

oり
匡
〉
閑
冖
H7

≧

一嚢。
コ
(
H
㊤
刈
Q。
)
.Z
簿
霞

巴

U
Φ
o
お
鋤
ω
Φ

ヨ

国
穹
好

冒

o
α
①
旨

Ω

ぼ
Φ
ω
日
〉

カ
Φ
8

磊

己
9

甲

江
〇
三

ミ

忽

§

鉱

ぎ

的§

斜

ぎ

.
刈
P
署

・H
卜。
①
-
一
ω
。。
.

庄
司

吉

之
助

(
一
九

七

一
)

「旅

籠

屋

と

飯

盛

女
」

『福

島
史

学
研

究
』

(福
島

県
史

学
会

)

第

12
号
、

二
九
-
四

二
頁

(庄

司

吉
之
助

〔
一
九

八
三

〕

『福

島

の
民
族

と
伝
承

』
庄

司
吉

之
助

著
作

集

5
、

歴

史

春
秋

社

、
三

五
四

-
三

六
九
頁

、

に
再
録

)
。

ω
ζ

H
↓
戸

日
ぎ

目
①
ω
6
0

(
H
㊤
刈
ω
隔

メ

㊤
α
)
}
.国

?

ヨ

0
9

ヨ

国
8

8

目

一〇
〇
8

輔
9

一
昌

磐

譽

α
9

Φ

芝

Φ
ω
鉾

建

。・蛛
§

亀

ぎ

的
§

斜

コ
o
.
①
O
.
邦

訳

(
一

九
七
七
)
「前
近
代
の
経
済
成
長
-
日
本
と
西
欧
」

社
会
経
済
史
学
会
編

『新
し
い
江
戸
時
代
史
像
を

求
め
て

そ
の
社
会
経
済
史
的
接
近
』
東
洋
経
済

新
報
社
、

一
五
三
⊥

九
二
頁
。
同

(
一
九
九
五
)

「前
近
代
経
済
成
長
-
西
洋
と
日
本
1
」
ト

マ

ス
・
C

・
ス
ミ
ス
/
大
島
真
理
夫
訳

『日
本
社
会

史
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
ー
工
業
化
の
内
在
的
諸

要
因

一
七
五
〇
～

一
九
二
〇
年
1
』
、・・ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、

一
八
-五
四
頁
。

菅
野
与

(
一
九
八
五
)
「近
世
村
落
構
造
の
研
究
-

二
本
松
藩
仁
井
田
村
人
別
帳
の
分
析
1
」
小
林
清

治
先
生
還
暦
記
念
会

『福
島
地
方
史
の
展
開
』
名

著
出
版
、
四
二
〇
-
四
七
九
頁
。

高
木
正
朗

(
一
九
八
九
)
「都
市
町
内
の

勺
OO
巳
鋤
-

口
o⇒
U
旨
p自
o
ω1

一
九
世
紀
奈
良
町

『人
数
増

減
帳
』
に
見
る
ー
」
『立
命
館
産
業
社
会
論
集
』

(立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
)、
第
25
巻
第
1
号
、

一
六
七
⊥

九
二
頁
。

高
橋
康
夫

・
吉
田
伸
之

(
一
九
九
〇
)
『日
本
都
市

史
入
門
皿

人
』
東
京
大
学
出
版
会
。

田
中
喜
男

(
一
九
八
六
)
『幕
藩
制
都
市
の
研
究
』

文
献
出
版
。
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都市化する郡山上町

脇
田
修

(
一
九
九
四
)
『日
本
近
世
都
市
史

の
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会
。

渡
辺
和
敏

(
一
九
八
五
)
「宿
場
町
の
住
民
生
活
」

『愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
』
(愛
知
大
学

綜
合
郷
土
研
究
所
)
三
〇
号
、

一
〇
九
-
=
二
五

頁
。

渡
辺
和
敏

(
一
九
九

一
)
『近
世
交
通
制
度

の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
。

渡
辺
浩

一

(
一
九
八
九
)
「近
世
後
期
に
お
け
る
在

郷
町
共
同
体
と
藩
権
力

文
政
七
年
郡
山
町
昇

格
を
巡

っ
て
」
『日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究
所
)
別
巻
第

26
集
、
八
五
-
一
〇

一
頁
。

渡
辺
浩

一

(
一
九
九
二
)
「在
郷
町
に
お
け

る
町
年

寄

・
若
者
仲
間

・
祭
礼
」
渡
辺
信
夫
編

『近
世
日

本
の
都
市
と
交
通
』
河
出
書
房
新
社
、

一
八
七
-

二
〇
六
頁
。

山
田
安
彦

・
山
崎
謹
哉
編

(
一
九
八
九
)
『歴
史

の

古
い
都
市
群

・
3
1
東
北
地
方
太
平
洋
側

の
都
市

1
』
大
明
堂
。

柳
田
和
久

(
一
九
七
九
)
「二
本
松
藩
の
領
内
支
配

に
つ
い
て
」
『郡
山
地
方
史
研
究
』

一
四
六
⊥

六

三
頁
。

柳
田
和
久

(
一
九
八
三
a
)
「奥
州
安
積
郡
郡
山
に

生
き
た
飯
盛
奉
公
人
に
つ
い
て

(1
)」
『地
誌
と

歴
史

』

三
三
、

三
-
五
頁
。

柳

田
和

久

(
一
九

八
三

b
)

「
奥

州
安

積

郡

郡

山

に

生

き

た
飯

盛
奉

公
人

に

つ
い
て

(続

)
」

『地

誌

と

歴
史
』

三

四
、

三
-
五
頁
。
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